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左から財部さん増田さん高原さん野村さん�

　12月19日、福岡市の九州産業大学で、「話してみよう韓国語」

福岡大会が開催され、対馬高校国際文化交流コースの１年生、

財部真由さんと増田柚依さんが中高生スキット部門で最優

秀賞、高原菜摘さんと野村香澄さんも優秀賞に輝きました。

　スキット部門とは、テーマ・セリフを事前に与えられ、

二人で寸劇を韓国語で３分間行う競技です。「失敗はあり

ましたが、指導してくれた先生方に感謝しています」と財

部さんは受賞の喜びを話してくれました。

　最優秀賞の二人は、３月13日に東京で行われる全国大会

に出場します。

「話してみよう韓国語」福岡大会で最優秀賞受賞�

　昭和55年12月から民生委員・児童委員として、現在も活躍されて

います厳原町田渕の小島桂子さんが、厚生労働省より長年の功績が

認められ大臣表彰（社会福祉功労者）が贈られました。「解決しな

かった問題もありました。時には一緒に泣いたりしましたが、福祉

の心が伝わり、お金では買えない出会いをいただきました。これも

皆さんにかわいがっていただいたおかげです」と喜びを語ってくれ

ました。

小島さんが厚生労働大臣表彰を受賞�
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　対馬市地域公共交通活性化協議会では、島内における公共交通の問題点・課題について調査、検

討を行い、その結果をもとに「すべての人が快適に移動できる『持続可能な新たな公共交通体系』

の実現」を基本理念とした計画の策定を進めております。この計画素案に対し多くの皆様からご意

見をいただくためパブリックコメントを募集しています。�

�

■募集期間�

　1月12日（火）から1月26日（火）必着�

■公表資料�

　「対馬市地域公共交通総合連携計画素案」�

■入手方法�

　市ホームページからダウンロードしていただくか、�

市役所地域再生推進本部、各地域活性化センター�

地域支援課又は、各出張所で閲覧できます。�

■意見を提出できる方�

　市内に住所を有する個人、法人又はその他団体�

■提出方法�

　パブリックコメント意見提出様式（★）に住所、氏名及び連絡先などを記入して次のいずれかの

方法によりご提出ください。�

（１）直接提出　市役所地域再生推進本部又は各地域活性化センター地域支援課�

（２）郵　　送　〒817-8510  対馬市厳原町国分1441番地�

　　　　　　　　　　　　　　　対馬市役所地域再生推進本部�

（３）ファクシミリ　FAX(0920)53-6112　対馬市役所地域再生推進本部宛�

（４）電子メールアドレス　tiikisaisei@city-tsushima.jp�

★意見提出様式は、市ホームページからダウンロードしていただくか、閲覧場所に準備しています。�

対馬市地域公共交通総合連携計画素案�
に対するパブリックコメント募集中�

【問い合わせ】　市役所地域再生推進本部�
　　　　　　　　☎ 0920－53－6111　FAX 0920－53－6112
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　４月１日から新たに保育所（園）・へき地保育所に入所希望される方は、募集期間内に申込手続きを
行ってください。�
�●募  集  期  間　　１月１８日（月）～２月１９日（金）�
●受  付  場  所　　福祉事務所福祉課、北・南福祉保健センター、各地域活性化センター住民生活課、               
　　　　　　　　　各保育所（園）、各へき地保育所�
　　　　　　　　　親愛保育園については、保育園でのみの受付となりますので、ご了承願います。�
�
●申　込　書　　受付場所にて用意しております。�
●問い合わせ先　　福祉事務所福祉課　　　　　　　　　　　☎５８－２２９４�
　　　　　　　　　南福祉保健センター　　　　　　　　　　☎５３－６１１１�
　　　　　　　　　美津島地域活性化センター住民生活課　　☎５４－２２７１�
　　　　　　　　　峰地域活性化センター住民生活課　　　　☎８３－０３０４�
　　　　　　　　　北福祉保健センター　　　　　　　　　　☎８４－２３１３�
　　　　　　　　　上対馬地域活性化センター住民生活課　　☎８６－３１１２�

●日時　平成22年3月7日（日）13時～16時10分�
●場所　対馬市交流センター3階 大会議室�
♥オープニング�
　親愛保育園園児によるアトラクション（予定）�
♥講演�
　吉田清彦さん （プランナー、家事としての男の手料理研究家）�
　「これからのパートナーシップ ～女はもっと経済力を 男はもっと生活力を～」�
♥演劇 対馬市民劇団による初上演！「絆ーきずなー」�
　～STORY～　不況の影響でリストラされてしまった和夫。�
　再就職もできないまま、ただ月日だけが流れて行く。娘達や家族との関係もギクシャクしてきた。そん
　な中で、大切な何かに気付いた和夫は生き方を変えていく決心をする。
♥託児について�
　会場と同じフロアに無料の託児スペースを設けます。託児サービスを希望の方は2月15日（月）までにご
　連絡ください。�
♥バスの運行・臨時駐車場�
　上対馬方面から厳原までの運行を予定しています。乗車希望の方は2月末までに最寄りのバス停をご連
　絡ください。また、会場付近に臨時駐車場を設けます。�
♥お申し込み・お問い合せ先　対馬市総務課　☎0920- 53- 6111 （内線413）担当 桐谷�

平成22年度　保育所（園）・へき地保育所入所募集�

親　　　愛　　（☎52-1183）�
厳　原　南　　（☎52-2299）�
　　　知　　（☎54-2343）�
豊　玉　南　　（☎59-0435）�
佐　　　賀　　（☎82-0049）�
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阿連へき地　　（☎56-1126）�
久根へき地　　（☎57-1172）�
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豆酘へき地　　（☎57-1920）�
大船越へき地　　（☎54-2824）�
小船越へき地　　（☎55-0001）�
賀谷へき地　　（☎55-1003）�
竹敷へき地　　（☎54-3735）�
西  へ  き  地　　（☎53-2120）�
仁位へき地　　（☎58-1518）�
乙宮へき地　　（☎58-1541）�
小綱へき地　　（☎58-1517）�
塩浜へき地　　（☎58-1367）�
久原へき地　　（☎85-0169）�
佐護へき地　　（☎84-5254）�
一重へき地　　（☎87-0359）�
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　このイベントは、自分さがしや、地域での居場所さがし、仲間づくりなど、これからの生活に役立つ智
恵や情報がたくさん得られます。また、いろんな年代の夫婦のあり方について考えるためのヒントも学べ
ます。先着200名様までご参加になれます。�

主催：長崎県＆対馬市�


